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もとみや議会だより第80号 2

６月定例会

　６月定例会（第３回本宮市議会定例会）は、市長からの条例制定や
各会計補正予算など15議案と報告７件、議員からの発議４件が提出さ
れ、採決を行った結果、すべての議案が同意および可決となりました。
また、請願２件、陳情２件が提出され、審議の結果、採択となりました。

各会計補正予算など 
      19議案を可決

国保税の県内統一とは

　福島県では、保険者規模が縮小する中、市町
村の国保事業や財政を一体的に管理することで
安定的な運営を持続させる必要があることや、県
内のどこに住んでいても、同じ保険給付を同じ保
険料（税）負担で受けられることが望ましいこと
から、同じ所得水準・同じ世帯構成であれば同じ
保険料負担となるよう、保険料（税）水準の統
一を進めることとしています。

統一に向けたスケジュール

　令和11年度に完全統一することを
目指し、令和６年度から令和10年度
までを移行期間としています。

国保税の課税のしかた

　国民健康保険税は、国民健康保険に加入して
いる皆さんが、病院にかかった際、医療費などの
支払いに充てる医療分、後期高齢者医療制度を
支えるための支援金分、介護保険の財源になる
介護分を合わせて課税されます。
※介護分は40歳から64歳の方が対象になります。

国民健康保険の税改正

項　　　　　目 令和５年度 令和６年度

所得割

医療給付費分 6.23％ 6.32％

後期高齢者支援金分 2.38％ 2.40％

介護納付金分 2.05％ 2.11％

均等割

医療給付費分 19,800円 21,000円

後期高齢者支援金分 7,900円 8,300円

介護納付金分 8,200円 8,700円

平等割

医療給付費分 16,700円 18,000円

後期高齢者支援金分 5,700円 6,300円

介護納付金分 4,400円 4,800円

一 人 あ た り の 税 額 89,470円 94,503円

一人あたりの税額伸び率 ― 105.63％

県
内
統
一
に
向
け
て
段
階
的
な
引
き
上
げ

　

６
月
定
例
会
は
、
そ
の
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正
を
行
う

こ
と
か
ら
、
国
保
議
会
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
改
正
で
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
令
和
11
年
度
の
県
内
統
一
に
向
け
て
、
段
階
的
に

移
行
す
る
た
め
、
税
負
担
の
上
昇
が
緩
や
か
に
な
る
よ
う
引
き
上
げ
を

行
い
ま
す
。

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

●国保税の項目内容

項目 内　　　　　容

所得割 加入者ごとの前年中の所得額に応じて課税される額

均等割 加入者１人あたりに課税される額

平等割 加入者世帯ごとに課税される額
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特集、議案審査

事
業 

標
準
化
移
行
作
業
委
託
料

問　

Ｄ
Ｘ
全
国
標
準
化
シ
ス
テ
ム
に
係

る
進
捗
状
況
は
。

答　

今
年
度
中
に
は
全
体
の
約
８
割
程

度
の
進
捗
を
見
込
ん
で
お
り
、
目
標
で

あ
る
令
和
７
年
度
末
よ
り
も
若
干
早
く

完
了
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

一般会計補正予算（第２号）　4億1,665万円の増額　　 議案第36号

本宮市ふれあい美術館条例制定について　　　　　　 議案第29号

　今議会に提出された令和６年度一
般会計補正予算（第２号）の主なも
のは、所得税・個人住民税の定額減
税実施に伴い減税しきれないと見込
まれる方へ給付する、定額減税補足
給付金のほか、今年度新たに住民税
均等割が非課税および住民税均等割
のみ課税となった世帯へ給付する、
エネルギー・食料品等価格高騰重点
支援給付金、市民プールの採暖室熱
源交換および床暖房設備修繕に係る
工事請負費、自治体情報システム標
準化・共通化に伴うシステム改修お
よび環境設定作業に係る委託料など
が計上されました。

　本宮市白沢ふれあい文化ホールの改修に伴い、
新たな名称を募集し、「本宮市ふれあい美術館」と
名称が選定されました。本条例において、旧名称の
本宮市白沢ふれあい文化ホールは廃止となり、新
たな名称でリニューアルオープン予定です。

補正予算の主な内容 補正額

歳
出

標準化移行作業委託料 1,150万円

保険基盤安定負担金繰出金 1,458万円

エネルギー・食料品等価格高騰重点支援給付金 5,000万円

定額減税補足給付金 28,810万円

採暖室熱源交換工事
床暖房設備配管修繕工事
床暖房設備ヘッダー内結束・循環液処分補充工事

1,332万円

歳
入

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 34,953万円

国民健康保険基盤安定等負担金 838万円

財政調整基金繰入金 1,521万円

教育施設等整備事業基金繰入金 1,332万円

デジタル基盤改革支援補助金 1,150万円

▲改修前の白沢ふれあい文化ホール

　これまでの情報システムでは、自治体ごとに仕様を作成してい
たため、維持管理や制度改正時の改修の際は個別対応となり、情
報システムの差異の調整や、住民サービス向上の取組みを迅速に
全国に普及させることが難しいなどの課題が発生していました。
　このような状況から、国は地方公共団体に対して、対象事務
の標準化基準に適合した情報システムの利用を義務付ける「地
方公共団体情報システムの標準化に関する法律」を成立し、標
準仕様に基づくシステムを利用することで、人的・財政的な負
担の軽減を図り、デジタル化の基盤を構築することとしています。
　システム移行は、令和７年度までを目指しています。

情報システムの標準化・共通化とは
質問事項　 議案第36号

Question
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総務文教
常任委員会

生活福祉
常任委員会

　総務文教常任委員会には、一般会計補正予算のほか、議案６件、請願２件、
陳情１件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

　生活福祉常任委員会には、本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制
定についてのほか議案４件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

▲給食センターの現地調査の様子

請
願
・
陳
情
審
査

請
願
第
１
号 

「
国
に
対
し
「
学

校
給
食
無
償
化
を
実
施
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

に
つ
い
て
の
請
願
」、
請
願
第
２

号 
「
県
に
対
し
「
学
校
給
食
無

償
化
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て

の
請
願
」、
陳
情
第
４
号 

「
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
陳
情
」
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
採

択
と
決
定
し
ま
し
た
。

本
宮
市
放
課
後
児
童
保
育
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

説
明　

い
ま
ま
で
は
人
数
に
よ

る
ク
ラ
ス
数
の
変
動
の
た
び
に

条
例
改
正
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
ク
ラ

ス
数
に
関
係
な
く
各
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
場
所
お
よ
び
位
置

の
み
を
規
定
し
、
今
後
の
ク
ラ

ス
変
動
に
迅
速
に
対
応
す
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
現

在
の
職
員
の
充
足
率
は
。

答　

１
ク
ラ
ス
当
た
り
２
人
の

職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
状
充
足
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
が
、
余
裕
の
あ
る
人
員
体
制

で
は
な
い
た
め
、
人
員
確
保
に

努
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

本
宮
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

説
明　

地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正
と

令
和
11
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
県
内
統
一
に
向
け
て
保
険
料

上
昇
が
緩
や
か
に
な
る
よ
う
調

整
す
る
も
の
。

問　

国
保
税
の
県
内
統
一
に
向

け
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
見
直

し
の
状
況
は
議
会
に
対
し
て
情

報
提
供
さ
れ
る
か
。

答　

最
新
情
報
や
県
推
計
の
改

訂
内
容
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
毎
年
見
直
し
を
行
い
、
本
算

定
前
の
議
会
説
明
は
も
と
よ

り
、
重
要
な
情
報
は
都
度
説
明

に
努
め
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

説
明　

市
民
プ
ー
ル
の
採
暖
室

熱
源
交
換
お
よ
び
床
暖
房
設
備

修
繕
に
係
る
工
事
請
負
費
を
補

正
す
る
。

問　

市
民
プ
ー
ル
採
暖
室
の
使

用
再
開
時
期
は
。

答　

交
換
す
る
部
品
の
納
入
時

期
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
発
注

か
ら
２
ヵ
月
以
内
に
は
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

現
地
調
査

　

給
食
セ
ン
タ
ー
、
市
民
プ
ー

ル
、
白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー

ル
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

説
明　

妊
婦
に
や
さ
し
い
遠
方

出
産
支
援
助
成
金
と
し
て
自
宅

近
く
に
分
娩
施
設
が
な
い
妊
婦

の
交
通
費
や
宿
泊
費
を
補
助
す

る
も
の
。

問　

里
帰
り
出
産
を
し
た
方
も

対
象
と
な
る
か
。

答　

市
民
が
里
帰
り
を
し
て
、

里
帰
り
先
か
ら
最
寄
り
の
分
娩

施
設
ま
で
１
時
間
以
上
か
か
る

場
合
に
は
該
当
と
な
る
。

常任委員会審査
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産業建設
常任委員会

遊水地視察
阿武隈川上流（鏡石町・矢吹町・玉川村）

　産業建設常任委員会には、和解及び損害賠償額の決定についてのほか、
議案３件、陳情１件が付託されました。主な審議内容は、次のとおりです。

　５月21日、市議会全議員で遊水地整
備事業の取組みについて理解を深める
ため、予定地を視察しました。

事業の目的事業の概要

事業の効果

▲市道赤木・狐森線の工事現場

▲現地で説明を受ける議員（鏡石町）

和
解
及
び
損
害
賠
償
額
の
決

定
に
つ
い
て

説
明　

市
道
起
因
の
損
害
に
つ

い
て
、
相
手
方
か
ら
和
解
に
つ

い
て
了
承
を
得
ら
れ
た
た
め
、

損
害
賠
償
額
を
決
定
す
る
。

問　

再
発
防
止
策
は
。

答　

原
因
と
な
っ
た
市
道
に
つ

い
て
は
、
舗
装
全
面
打
換
を

行
っ
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
事

態
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
早
急

な
対
応
と
十
分
な
維
持
管
理
に

努
め
た
い
。

問　

道
路
管
理
者
以
外
が
行
う

工
事
の
際
の
舗
装
構
成
の
承
認

条
件
は
。

答　

大
型
車
両
の
往
来
や
交
通

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
道
路
法
24
条
に
基
づ
く

施
行
承
認
の
際
に
出
入
口
部
分

の
舗
装
の
厚
さ
に
つ
い
て
条
件

を
付
し
て
お
り
、
市
で
の
維
持

管
理
上
、
修
繕
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
に
は
改
良
を
加
え
た
修

繕
を
行
っ
て
い
る
。

　

東
日
本
台
風
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
踏
ま
え
、
浸
水
被

害
軽
減
の
た
め
阿
武
隈
川
上
流
に
、
新
た
な
遊
水
地
群
の

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
遊
水
地
は
、
洪
水
時
に
一

時
的
に
水
を
貯
め
込
み
、
遊
水
地
周
辺
と
下
流
の
水
位
を

下
げ
、
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

　

国
が
主
体
と
な
り
、
県
や
市
町
村
が
連
携
し
取
り
組
ん

で
お
り
、
２
０
２
８
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

遊
水
地
は
、
鏡
石
町
・
矢
吹
町
・
玉
川
村
に
ま
た
が
り
、

総
面
積
は
約
３
５
０
ha
、
川
の
水
の
貯
水
量
は
東
京
ド
ー

ム
12
杯
～
16
杯
の
約
１
，
５
０
０
～
２
，
０
０
０
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
遊
水
地
を
掘
削
し
て
容
量
を
確
保
し
ま
す
。

陳
情
審
査

　

陳
情
第
３
号
「
福
島
県
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効

を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳

情
」
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
い
、

採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

現
地
調
査

　

太
郎
丸
排
水
ポ
ン
プ
場
、
市

道
赤
木
・
狐
森
線
、
市
道
殕
森

線
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

常任委員会審査

　遊水地の整備により、東日本台風で大きな被害を
受けた阿武隈川下流に位置する本市にとっても、阿
武隈川の水位を下げる大きな効果が期待されます。
上流域の広大な土地を活用させていただくことによ
り、下流域では防災・減災の恩恵を受けることがで
きます。



　６月定例会賛否一覧

　６月13日の本会議で、議案第32号について討論がありました。主な内容は次のとおりです。
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討論

討　論

議案第32号   本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

　本議案で国民健康保険税が１人当たり平均で5,033円と
大きく引き上がり、令和11年度の県内統一に向けて段階的
に移行するとしているが、私たちは、県内統一に反対する。
これまで多くの自治体は、国保税の高騰を抑えたり、自治
体独自の国保税の減免を行ったりするため、一般会計から
国保会計に繰り入れる措置が行われており、2015年時点で
は760市町村、3,000億円を超えると言われている。本市で
も、これまでは同年同負担か、引き下げ措置をとっており、
この法定外繰り入れ「解消」こそ、制度改変の最大の狙
いと言われている。「国保の都道府県化」後、依然として
269市町村が繰り入れを継続し767億円が投入されており、

（2020年度現在）地方自治の本旨や自治体の条例制定権を
定めた憲法の条文からしても自治体の福祉措置を国が「禁
止」することはできない。国保税が高すぎる大本には、加
入者の貧困化、高齢化・重症化と、長年にわたる国庫負
担の抑制という根本問題があり、この「国保の構造問題」
を解決しないまま保険料の「統一」を目指しても、保険税
を高いほうに合わせることにしかならず、住民の苦しみと
国民皆保険の危機は深刻化するだけである。
　全国知事会をはじめ、全国市長会、地方団体は「協会
けんぽ」を保険料並みに引き下げるため「一兆円の公費
負担増」、「国の低率負担の引き上げ」、「子どもの均等割
りの全面見直し」などを要望している。自公政権は、こ
の要望に応じないまま都道府県化を強行したが、市の対
応として国や国保運営に対して、国庫負担の増額を求め
ること。そして、負担の軽減と子育て支援のためにも、
協会けんぽなどにはない、均等割や平等割を減免して負
担軽減措置をするよう強く求める。

　国民皆保険制度は、国民すべてがいつ
でもどこでも安心して医療が受けられる
最後の砦となっているが、生活習慣病の
増加や、医療の高度化により、医療費が
増加する一方、低所得者の加入割合も高
めの状況である。
　これまで、新型コロナウイルス感染症
拡大に伴う収入減や、物価高騰による家
計の負担を軽減するため、財政調整基金
を活用し、本来の必要税額を抑える配慮
がなされているが、福島県では、令和11
年度に国保税の県内統一を行い、県内ど
こに住んでも同一の保険給付と税負担を
保証していく方針が示されており、本市
においても、被保険者が減少していく中
で、広域化による安定的な財政基盤を確
保し、医療保険制度の持続可能な運営を
図るために、県内統一は必要である。
　今後、被保険者に過度な負担増が伴わ
ないよう、基金を活用しながら、段階的
に税負担を調整し、県内統一へのソフト
ランディングを目指すこととしており、
本市の国保被保険者にとって、さらなる
健康の保持増進や、安心できる医療保険
制度の維持に繋げるためにも本議案に賛
成する。

反　対 渡辺忠夫 議員 根本利信 議員

これら以外の議案等は７ページのとおり全会一致で可決されています。

会派名 誠　和　会 新　風　会 創　成　会 公 共 無所属

議員名

議案

石
橋
今
朝
夫

菊
田　

広
嗣

磯
松　

俊
彦

玉
川　
　

実

渡
辺　

富
幸

後
藤　

友
誉

橋
本　

善
壽

三
瓶　

裕
司

斎
藤　

雅
彦

根
本　

利
信

田
中
美
代
子

国
分　

秀
好

渡
辺　

秀
雄

菅
野　

健
治

三
瓶　

幹
夫

馬
場　

亨
守

川
名　

順
子

渡
辺　

忠
夫

伊
藤　

隆
一

作
田　
　

博

議案第32号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

※　○は賛成　●は反対　欠は欠席　議長（橋本善壽）は採決には加わらない
※　会派名の略称は以下のとおり　公…本宮市議会公明党　共…日本共産党

賛　成
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議決結果一覧

番　号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

議案第27号 監査委員の選任について 省　　略 同　　意

議案第28号 専決処分の承認を求めることについて
（専決第１号　本宮市税条例の一部を改正する条例制定について） 総務文教 承　　認

議案第29号 本宮市ふれあい美術館条例制定について 総務文教 原案可決確定

議案第30号 本宮市個人番号利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決確定

議案第31号 本宮市税条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決確定

議案第32号 本宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第33号 平成23年東日本大震災による災害被害者に対する市民税、固定資産税及び
国民健康保険税の減免に関する条例の一部を改正する条例制定について 生活福祉 原案可決確定

議案第34号 本宮市放課後児童保育条例の一部を改正する条例制定について 総務文教 原案可決確定

議案第35号 和解及び損害賠償額の決定について 産業建設 原案可決確定

議案第36号 令和６年度本宮市一般会計補正予算（第２号） 全常任委員会 原案可決確定

議案第37号 令和６年度本宮市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決確定

議案第38号 令和６年度本宮市介護保険特別会計補正予算（第１号） 生活福祉 原案可決確定

議案第39号 令和６年度本宮市水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定

議案第40号 令和６年度本宮市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 産業建設 原案可決確定

議案第41号 白岩仮置場原状回復工事請負契約について 省　　略 原案可決確定

報告第２号 債権放棄の報告について － －

報告第３号 令和５年度本宮市継続費繰越計算書について － －

報告第４号 令和５年度本宮市繰越明許費繰越計算書について － －

報告第５号 令和５年度本宮市事故繰越し繰越計算書について － －

報告第６号 令和５年度本宮市水道事業会計予算繰越計算書について － －

報告第７号 令和５年度本宮市公共下水道事業会計予算繰越計算書について － －

報告第８号 専決処分の報告について
（専決第２号　和解及び損害賠償額の決定について） － －

番　号 議　　案　　名 付託委員会 議決結果

請願第１号 国に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書」提出についての請願 総務文教 採　　択

請願第２号 県に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書」提出についての請願 総務文教 採　　択

陳情第３号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出の陳情について 省　　略 採　　択

陳情第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出の陳情について 総務文教 採　　択

番　号 議　　案　　名 議決結果

発議第２号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 原案可決確定

発議第３号 学校給食費無償化を実施することを求める意見書 原案可決確定

発議第４号 県として学校給食無償化を実施することを求める意見書 原案可決確定

発議第５号 地方財政の充実・強化を求める意見書 原案可決確定

－ 議員派遣 決　　定

－ 閉会中継続調査申出書（各常任委員会） 決　　定

令和６年６月定例会　議決結果一覧表
市長提出議案15件　報告７件

請願２件　陳情２件

議員提出案件６件
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一般質問市
政
を
問
う

Question
 一般質問とは 
　議員が、市政全般のことについて、市に対して考えを聞くのが
一般質問です。皆さんの生活にかかわる内容がきっとあります。

QR コードから各議員の質問の
映像を見ることができます。

質問議員 質問事項 ページ

三瓶　幹夫
（創成会）

・県道整備について
・白沢地区３小学校の児童について ９

磯松　俊彦
（誠和会）

・合併支援道路発掘遺跡の看板は
・駅利用者増の方向性は ９

後藤　友誉
（誠和会）

・学校からの修繕箇所要望について
・樹木粉砕機等導入し市民貸出しは 10

斎藤　雅彦
（新風会）

・持続可能な地域活性化の取組は
・インターネット検診予約の効果は 10

国分　秀好
（新風会）

・各小・中学校の環境整備状況は
・庁内ワーキンググループの目的は 11

渡辺　富幸
（誠和会）

・白沢地区人口減少解決の為の課題
・本市職員へのカスハラについて 11

菊田　広嗣
（誠和会）

・地域クラブの中体連出場機会は
・学区の範囲や線引きについて 12

渡辺　秀雄
（創成会）

・二中入口交差点の整備はいつに
・ホテル等の市税減免は条例で 12

田中　美代子
（新風会）

・介護職員不足解消の対策は
・岳山ふれあいの森活用の施策は 13

馬場　亨守
（創成会）

・市道の修繕について
・職員の健康管理について 13

菅野　健治
（創成会）

・教育長就任に当たり所信について
・児童・生徒のいじめについて 14

川名　順子
（本宮市議会公明党）

・軟骨伝導イヤホンを設置すべき
・「読書の街」宣言して教育の街に 14

渡辺　忠夫
（日本共産党）

・補聴器購入に対する助成制度を
・学校の桜の木の管理は 15
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▲歴史的、文化的な道路施設の整備を

問　

開
通
し
た
合
併
支
援
道

路
の
高
木
地
区
の
現
場
で
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
令
和
３
年

11
月
完
了
し
た
、
こ
の
地
に

歴
史
的
遺
跡
が
あ
っ
た
こ
と

を
広
報
す
る
価
値
が
あ
る
と

思
う
が
。
市
の
行
事
に
各
地

の
伝
統
芸
能
を
取
り
入
れ
て

実
態
に
即
し
た
支
援
策
を
研

究
し
て
は
。

答　

発
掘
に
つ
い
て
令
和
４

年
５
月
に
発
掘
報
告
書
が
作

成
さ
れ
て
い
る
。
指
定
文
化

財
で
は
な
い
た
め
現
地
へ
の

看
板
設
置
等
は
予
定
し
て
い

な
い
。
各
種
事
業
に
出
演
し

て
い
た
だ
く
こ
と
の
可
能

性
、
各
団
体
が
負
担
に
な
ら

な
い
活
動
な
ど
調
査
し
て
ま

い
り
た
い
。

問　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー

の
規
模
拡
大
は
。
駅
利
用
者

増
に
向
け
て
の
考
え
方
は
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
的
な

行
動
を
生
活
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
事
情
は
。

答　
引
き
続
き
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
本
市
と
し
て
は
公
共
交
通

の
利
用
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
継
続
す
る
こ
と
で
健
康
増

進
に
つ
な
が
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
で
き
る
施
設
を
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
。

■問 

駅
利
用
者
増
の
方
向
性
は

　

■答 

公
共
交
通
の
利
用
を
増
や
し
た
い

▲県道に歩道の整備を（県道本宮三春線）

問　

県
道
整
備
の
計
画
が
進

ん
で
い
る
中
で
、
市
の
対
応

は
。
路
線
ご
と
に
具
体
的
な

進
行
状
況
を
伺
う
。
大
橋
五

百
川
線
の
改
良
、
本
宮
熱
海

線
の
整
備
促
進
、
本
宮
三
春

線
の
整
備
に
つ
い
て
。
各
路

線
は
狭
隘
で
歩
道
未
設
置
の

た
め
、
非
常
に
危
険
な
県
道

で
あ
る
。

答　

大
橋
五
百
川
線
は
、
現

道
を
生
か
し
た
計
画
と
な

る
。
本
宮
熱
海
線
は
、
二
中

入
口
の
交
差
点
の
進
捗
状
況

を
見
な
が
ら
、
調
査
検
討
す

る
。
本
宮
三
春
線
、
糠
沢
西

笹
田
地
内
カ
ー
ブ
区
間
の
局

部
改
良
、
笹
田
池
か
ら
東
笹

田
団
地
ま
で
の
歩
道
整
備
を

県
に
要
望
し
て
い
る
。

問　
各
小
学
校
の
児
童
数
を
伺

う
。
来
年
度
入
学
予
想
児
童
数

は
そ
れ
ぞ
れ
何
名
ほ
ど
か
伺

う
。
少
子
化
の
世
の
中
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
の
表
れ
か
。

３
小
学
校
の
児
童
数
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

令
和
６
年
４
月
１
日
現

在
の
児
童
数
は
、
糠
沢
小
が

１
０
２
名
、
和
田
小
が
63
名
、

白
岩
小
が
１
１
９
名
と
な
っ

て
い
る
。
令
和
７
年
４
月
の

入
学
予
定
者
は
糠
沢
小
15

名
、
和
田
小
14
名
、
白
岩
小

19
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

小
さ
な
学
校
、
小
規
模
の

メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
生
か
す
。

■問 

白
沢
地
区
３
小
学
校
の
児
童
に
つ
い
て

　

■答 

学
校
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

県
道
整
備
に
つ
い
て

　

■答 

歩
道
整
備
を
県
に
強
く
働
き
か
け
る

三瓶 幹夫
（創成会）

その他の質問
・地域農業振興について
・市営住宅管理について

その他の質問
・奥の細道について合併後の市による管理状況は
・こおりやま広域圏における連携について

■問 

合
併
支
援
道
路
発
掘
遺
跡
の
看
板
は

　

■答 

現
地
へ
の
看
板
設
置
等
の
予
定
は
な
い

磯松 俊彦
（誠和会）
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▲児童・生徒の学校生活を
修繕箇所の迅速な情報共有・対応で

問　

修
繕
箇
所
要
望
に
お
い

て
、
複
数
年
に
わ
た
っ
て
要

望
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

鍵
穴
の
故
障
で
取
っ
手
が
な

く
、
半
年
間
施
錠
で
き
ず
防

犯
に
お
い
て
、
す
ぐ
に
対
応

す
べ
き
事
例
も
あ
っ
た
。
要

望
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
現

実
に
担
当
部
署
間
で
の
共
有

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

簡
易
な
修
繕
依
頼
は
、

都
度
対
応
し
、
緊
急
性
の
高

い
も
の
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
に
関
わ
る
も
の
、
学
校
生

活
に
支
障
の
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
も
の
を
内
容
優
先
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の

都
度
、
状
況
の
聞
き
取
り
、

職
員
に
よ
る
現
地
確
認
を
基

本
と
し
て
い
る
。

問　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
樹
木
粉
砕
機
、
剪
定
枝

破
砕
機
を
導
入
し
、
市
民
に

貸
出
し
し
て
は
ど
う
か
。
粉

砕
に
よ
り
チ
ッ
プ
を
土
に
混

ぜ
て
堆
肥
、
土
壌
改
良
、
バ

イ
オ
マ
ス
と
し
て
活
用
の
幅

が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
つ
な

が
り
、
一
人
の
行
動
が
共
感

を
う
み
保
全
に
な
る

答　

個
人
管
理
が
で
き
る
市

民
は
、
少
な
い
と
捉
え
て
い

る
。
森
林
整
備
に
は
相
当
の

費
用
が
か
か
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
基
金
に
つ
い

て
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度

に
基
づ
く
森
林
整
備
に
充
当

し
て
い
く
こ
と
を
最
優
先
に

考
え
て
い
る
。

■問 

樹
木
粉
砕
機
等
導
入
し
市
民
貸
出
し
は

　

■答 

導
入
は
考
え
て
い
な
い

その他の質問
・ワクチン用超低温冷凍庫の譲渡の状況について
・役目を終えた仕切り用パーティション再利用は

その他の質問
・青田村道踏切の拡幅、歩道設置は
・もとみや駅伝競走大会の参加要件を拡大しては

▲防犯灯建設事業費補助金（LED 化）の積極的な活用を

問　

町
内
会
組
織
自
体
も
高

齢
化
や
少
子
化
、
若
い
世
代

流
出
の
あ
お
り
を
受
け
弱
体

し
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
防
犯
灯
お
よ

び
街
路
灯
の
新
設
や
維
持
管

理
を
市
が
や
る
べ
き
。
町
内

会
管
理
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
町
内
会
以
外
の
方
が
捨

て
る
場
合
は
拒
否
で
き
る

か
。

答　

計
画
的
整
備
期
間
に
お

け
る
整
備
は
今
年
度
で
完
了

し
、
令
和
７
年
度
以
降
は
防

犯
上
、
緊
急
に
整
備
が
必
要

な
箇
所
へ
の
対
応
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
利
用
が
原
則
で
、
地
域

以
外
の
人
の
ご
み
出
し
を
拒

否
で
き
る
と
捉
え
て
い
る
。

問　

政
府
の
デ
ジ
タ
ル
社
会

は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
を
達
成
す
る
た
め
に
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
に
不
安
の
あ
る

高
齢
者
等
に
対
す
る
支
援
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
が
電
話
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
み

が
困
難
な
場
合
の
対
応
は
。

答　

民
生
委
員
や
介
護
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
、
独
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
申
込
み

が
困
難
な
方
々
に
声
が
け
し

て
、
支
援
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
請
を
し
て
き
た
。
保
健

課
に
直
接
電
話
で
問
合
せ
い

た
だ
け
れ
ば
、
予
約
で
き
る

と
民
生
委
員
と
ケ
ア
マ
ネ
に

は
話
を
し
て
い
た
。

■問 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
診
予
約
の
効
果
は

　

■答 

順
調
に
予
約
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

持
続
可
能
な
地
域
活
性
化
の
取
組
は

　

■答 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
計
画
的
整
備
は
今
年
度
で
完
了

斎藤 雅彦
（新風会）

■問 

学
校
か
ら
の
修
繕
箇
所
要
望
に
つ
い
て

　

■答 

着
手
が
遅
く
な
る
現
状
も
あ
る

後藤 友誉
（誠和会）
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▲新規事業「しらさわファンクラブ」で
白沢地区の魅力を発信していく

問　

白
沢
地
区
の
合
併
時
の

人
口
は
９
，
１
３
１
人
。
令

和
６
年
１
月
現
在
の
人
口
は

６
，
８
７
２
人
。
２
，
２
５

９
人
も
減
少
し
て
い
る
。
人

口
減
少
抑
制
の
為
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る

が
、
思
う
よ
う
な
結
果
に
は

結
び
つ
い
て
い
な
い
。
そ
の

最
大
の
原
因
・
課
題
は
何
か
。

答　

白
沢
地
区
の
自
然
や
交

通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
豊
富

な
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
。

屋
内
・
屋
外
遊
び
場
等
、
子

育
て
や
生
活
環
境
が
充
実
し

て
い
る
魅
力
を
伝
え
切
れ
て

い
な
い
所
が
人
口
減
の
最
大

の
要
因
と
考
え
る
。
し
ら
さ

わ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
業
等
で

魅
力
発
信
を
強
化
す
る
。

問　

職
員
へ
の
カ
ス
ハ
ラ
が

発
生
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
悪

影
響
が
生
じ
、
市
と
し
て
大

き
な
損
失
と
な
る
。
現
在
カ

ス
ハ
ラ
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。
す
ぐ
に
出
来
る
事
も

含
め
て
札
幌
市
等
の
事
例
を

参
考
に
し
、
今
後
に
向
け
て

カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
講
じ
る
べ

き
で
あ
る
。
市
の
見
解
は
。

答　
現
在
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
は

複
数
の
職
員
に
よ
る
接
客
対
応

や
早
い
段
階
で
上
司
が
対
応
に

加
わ
る
等
、
状
況
に
応
じ
た
対

応
を
し
て
い
る
。
今
後
は
す
べ

て
の
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
対
応
を
考
え
る
。
カ
ス

ハ
ラ
対
策
の
各
種
取
組
み
等
に

つ
い
て
調
査
し
検
討
し
て
い

く
。

■問 

本
市
職
員
へ
の
カ
ス
ハ
ラ
に
つ
い
て

　

■答 

カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
調
査
・
検
討
す
る

▲白沢中学校奉仕作業

問　

学
校
奉
仕
作
業
に
つ
い

て
、
少
子
化
・
人
口
減
少
に

よ
り
児
童
・
生
徒
数
も
減
っ

て
い
る
中
で
、
学
校
奉
仕
作

業
の
現
状
は
。
ま
た
、
今
後

人
口
減
少
の
中
ど
の
よ
う
に

学
校
環
境
整
備
を
実
施
し
て

行
く
の
か
。

答　

現
時
点
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
に
可
能
な
範
囲
で

奉
仕
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

人
員
不
足
に
つ
い
て
は
、
ど

の
程
度
不
足
し
て
い
る
か
実

態
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、

今
後
は
何
ら
か
の
対
応
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
地
域
の

皆
様
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
協
力
を
広
げ
て
い
く
。

問　
令
和
６
年
本
宮
市
の
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
策
定
に
係
る
庁
内

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置

さ
れ
た
が
目
的
と
役
割
・
活
動

内
容
は
。
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
ア
レ
ル

ギ
ー
を
感
じ
て
い
る
職
員
に
対

し
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報

格
差
）
を
無
く
す
考
え
は
。

答　

Ｄ
Ｘ
を
積
極
的
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化

に
繋
が
る
。
職
員
全
体
、
組

織
全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

意
識
改
革
に
繋
げ
、
Ｄ
Ｘ
人

材
育
成
を
担
っ
て
い
く
。
デ

バ
イ
ド
対
策
と
し
て
は
リ
テ

ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
、
Ｄ
Ｘ

に
強
い
人
材
を
育
成
す
る
。

■問 

庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
目
的
は

　

■答 

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
職
員
の
意
識
改
革

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

各
小
・
中
学
校
の
環
境
整
備
の
状
況
は

　

■答 

現
状
は
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
委
ね
て
い
る

国分 秀好
（新風会）

■問 

白
沢
地
区
人
口
減
少
解
決
の
為
の
課
題

　

■答 

白
沢
地
区
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

渡辺 富幸
（誠和会）
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▲子ども達がメリットを最大限享受できるような教育行政を

問　

今
ま
で
は
中
学
校
の
部

活
動
し
か
中
体
連
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
が
、
参
加
資
格

が
改
正
さ
れ
教
育
委
員
会
が

認
め
た
地
域
移
行
に
伴
う
地

域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生

徒
の
出
場
機
会
を
担
保
す
る

意
味
で
も
必
要
だ
と
思
う
が

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

制
度
を
活
用
し
て
大
会

に
参
加
し
た
と
い
う
例
は
ま

だ
聞
い
て
い
な
い
。
相
談
が

あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き
た
い

が
現
時
点
で
そ
う
い
っ
た
相

談
は
な
い
。
ク
ラ
ブ
と
し
て

出
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う

な
Ｐ
Ｒ
は
し
て
い
な
い
が
今

後
そ
う
い
っ
た
形
で
の
参
加

は
増
え
て
く
る
と
思
う
。

問　

学
区
の
線
引
き
で
通
学

の
距
離
と
か
ル
ー
ト
が
適
合

し
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
の

で
は
と
思
う
。
時
代
や
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
合
わ
せ

て
学
区
の
線
引
き
も
含
め
情

報
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
情
報
を
更
新
す
る
た
め

の
制
度
や
機
能
は
あ
る
か
。

答　

総
合
的
に
判
断
し
現
在

の
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
る

が
す
べ
て
の
学
校
か
ら
そ
う

い
う
声
が
大
き
く
な
っ
た
時

点
で
検
討
す
る
必
要
は
あ
る

と
思
う
。
現
時
点
か
ら
各
校

長
に
話
を
し
て
、
学
校
運
営

協
議
会
等
で
話
題
に
し
て
い

け
れ
ば
と
思
う
。
話
合
い
の

機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

■問 

学
区
の
範
囲
や
線
引
き
に
つ
い
て

　

■答 

話
合
い
の
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い

▲交差点改良工事はいつになるのか

問　

昨
年
、
用
地
確
保
の
目

途
が
つ
い
た
と
聞
い
て
い
た

が
、
工
事
予
定
地
に
昨
秋
防

草
シ
ー
ト
が
張
ら
れ
た
。
地

元
で
は
当
分
工
事
に
入
ら
な

い
の
で
は
と
の
声
が
聞
か
れ

る
。
集
落
内
の
狭
隘
な
通
学

路
を
迂
回
す
る
車
両
も
多
く

早
急
な
整
備
が
望
ま
れ
る
が

い
つ
に
な
る
の
か
。

答　

現
在
、
県
で
は
用
地
取

得
お
よ
び
移
転
が
必
要
と
な

る
建
物
の
移
転
補
償
の
交
渉

に
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

市
と
し
て
も
交
渉
に
同
行
し

早
期
に
取
得
等
で
き
る
よ
う

協
力
し
て
い
き
た
い
。
工
事

期
間
は
２
年
程
度
要
す
る
と

の
こ
と
。

問　

５
年
間
実
施
し
て
き
て

い
る
ホ
テ
ル
、
集
客
施
設
へ

の
市
税
減
免
が
今
年
９
月
で

終
了
す
る
。
３
月
の
一
般
質

問
で
さ
ら
に
５
年
間
、
割
合

も
全
額
で
継
続
し
た
い
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
特
例
措
置

で
あ
り
単
に
議
会
に
説
明
で

は
な
く
、
条
例
提
案
で
承
認

を
得
る
べ
き
で
は
。

答　

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
３

年
半
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
、

経
営
が
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
市
に
と
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
１
施
設
し
か
な
く
、

定
住
、
交
流
人
口
の
増
加
策

や
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て

重
要
な
施
設
で
も
あ
り
、
要

綱
改
正
に
よ
り
継
続
し
て
減

免
し
て
い
き
た
い
。

■問 

ホ
テ
ル
等
の
市
税
減
免
は
条
例
で

　

■答 

要
綱
の
改
正
に
よ
り
減
免
し
て
い
く

その他の質問
・五百川停車場線の歩道整備について

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

二
中
入
口
交
差
点
の
整
備
は
い
つ
に

　

■答 

用
地
取
得
後
２
年
程
度
を
要
す
る

渡辺 秀雄
（創成会）

■問 

地
域
ク
ラ
ブ
の
中
体
連
出
場
機
会
は

　

■答 

相
談
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い
き
た
い

菊田 広嗣
（誠和会）

その他の質問
・児童・生徒の登下校の状況について
・地域との連携協働・活性化の現状は
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▲生活道路の側溝整備を

問　

３
月
議
会
に
て
修
繕
を

必
要
と
し
て
い
る
市
道
は
31

㎞
で
費
用
は
10
億
３
千
万
円

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
未
整

備
市
道
に
係
る
予
算
拡
大
の

考
え
は
。
ま
た
財
政
計
画
維

持
補
修
費
が
約
一
億
円
ほ
ど

し
か
計
上
が
な
い
が
根
拠

は
。

答　

多
く
の
路
線
が
道
路
舗

装
の
耐
用
年
数
を
経
過
し
て

い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、
道

路
の
路
面
状
況
を
見
な
が

ら
、
計
画
的
に
修
繕
を
実
施

し
て
い
る
。
中
長
期
的
な
計

画
期
間
の
中
で
策
定
し
た
も

の
。
令
和
４
年
は
、
補
正
等

で
計
画
以
上
に
予
算
要
求
し

対
応
し
て
い
る
。

問　

①
ど
の
よ
う
な
点
に
留

意
し
て
指
導
し
て
い
る
の

か
。
②
現
在
休
職
し
て
い
る

職
員
の
方
は
い
る
か
。
休
職

さ
れ
た
職
員
が
復
職
さ
れ
る

時
の
配
慮
は
。

答　

①
本
人
に
よ
る
体
調

チ
ェ
ッ
ク
、
異
変
を
感
じ
た

ら
早
め
に
休
養
、
病
院
で
受

診
す
る
等
早
め
の
対
応
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
②
休

職
者
は
４
名
。
職
場
復
帰
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

■問 

職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

　

■答 

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
一
番

その他の質問
・地域密着型通所介護の利用状況について
・国道４線戸崎ロータリー空き地に看板設置を

▲自然あふれる岳山ふれあいの森の
新たな利活用に期待

問　

昨
年
９
月
の
定
例
会
で

介
護
職
員
不
足
は
深
刻
で
成

り
手
も
い
な
い
、
介
護
員
不

足
が
慢
性
化
し
て
い
る
と
質

問
し
た
。
そ
の
際
に
、
介
護

職
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
話
が
あ
っ
た
。「
介

護
の
し
ご
と
魅
力
発
信
事

業
」
が
新
規
事
業
と
し
て
あ

る
が
、
そ
の
内
容
を
伺
う
。

答　

市
内
の
介
護
事
業
所
で

働
く
ス
タ
ッ
フ
を
取
材
。
仕
事

の
や
り
が
い
や
喜
び
、
生
き
生

き
と
働
く
姿
、
重
労
働
な
ど
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う

今
の
介
護
業
界
の
情
報
、
働
き

方
の
多
様
性
を
盛
り
込
ん
だ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
介
護
の

仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
。

問　

白
岩
小
学
校
校
歌
に
も

歌
わ
れ
、
遠
足
に
も
行
っ
て
い

た
。
実
習
館
も
あ
り
十
数
年
前

は
利
用
も
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
、
ふ
れ
あ
い
の
森
に
小
学
生

高
学
年
が
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ

場
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
、
木
工
教
室
開
催
等
、

整
備
し
有
効
活
用
で
き
な
い

か
。

答　

ふ
れ
あ
い
の
森
に
つ
い

て
は
整
備
し
36
年
、
建
物
は

30
年
経
過
し
老
朽
化
し
て
お

り
ニ
ー
ズ
が
減
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
。
昨
年
度
、
庁

内
の
若
手
職
員
で
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
新
た

な
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
て
お
り
、
現
在
も
検
討

中
で
あ
る
。

■問 

岳
山
ふ
れ
あ
い
の
森
活
用
の
施
策
は

　

■答 

新
た
な
集
客
力
の
あ
る
岳
山
に
し
た
い

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

介
護
職
員
不
足
解
消
の
対
策
は

　

■答 

介
護
の
魅
力
を
発
信
し
就
職
増
加
に

田中美代子
（新風会）

■問 

市
道
の
修
繕
に
つ
い
て

　

■答 

適
切
な
予
算
の
中
で
道
路
維
持

馬場 亨守
（創成会）
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その他の質問
・不登校の現状と対応は、保護者へのケアは
・児童・生徒の活字離れの現状と対応は

▲スマイルルームがあぶくま憩の家に移転されます

問　

前
任
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
受

け
教
育
行
政
を
担
っ
て
頂
い

た
と
思
う
が
、
昨
年
５
月
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
の
部
類
が
５
類

感
染
症
と
な
り
さ
ま
ざ
ま
な

制
限
が
解
除
さ
れ
た
も
の
と

思
う
。
本
宮
市
の
教
育
行
政

を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

住
ん
で
良
か
っ
た
、
本

宮
で
学
べ
て
良
か
っ
た
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る
教
育
を

目
指
す
。
第
３
期
本
宮
市
教

育
振
興
基
本
計
画
「
笑
顔
あ

ふ
れ
る
教
育
の
ま
ち
も
と
み

や
」
に
向
け
て
関
係
部
局
や

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
教
育
施
策
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

問　

令
和
５
年
３
月
定
例
会

で
い
じ
め
の
現
状
に
つ
い
て
質

問
し
た
が
、
件
数
に
つ
い
て

は
、
答
弁
で
、
令
和
４
年
度
２

学
期
終
了
時
点
で
73
件
、
令
和

３
年
度
は
92
件
で
あ
っ
た
。
令

和
５
年
度
の
い
じ
め
の
件
数

は
、
発
見
方
法
は
。

答　

教
職
員
に
よ
り
ま
す
日

常
的
な
観
察
と
各
学
校
年
３

回
程
度
実
施
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
本
人
や
保
護
者
、
周

囲
か
ら
の
訴
え
、
定
期
的
な

教
育
相
談
、
個
別
の
相
談
な

ど
に
よ
り
早
期
に
発
見
し
て

い
く
。

■問 

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
に
つ
い
て

　

■答 

小
学
校
が
51
件
、
中
学
校
が
56
件

▲「読書の街」に !!

問　

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は

耳
の
周
囲
に
あ
る
軟
骨
を
振

動
さ
せ
て
伝
え
る
為
、
通
常

の
イ
ヤ
ホ
ン
の
よ
う
に
耳
を

塞
が
な
い
上
小
さ
い
声
で
も

は
っ
き
り
聞
く
事
が
で
き

る
。
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高

齢
者
や
難
聴
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う

市
民
課
や
え
ぽ
か
に
設
置

は
。

答　

近
年
新
聞
や
テ
レ
ビ
な

ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
主
に
金
融
機
関

や
他
の
自
治
体
・
病
院
の
窓

口
で
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
方
に
対

す
る
窓
口
対
応
の
手
段
と
し

て
、
試
行
的
に
導
入
し
、
効

果
が
確
認
で
き
れ
ば
導
入
に

向
け
て
広
く
検
討
し
て
い

く
。

問　

二
度
目
の
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
し
て
、「
読
書

の
街
宣
言
」
し
、
子
ど
も
司

書
の
育
成
・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
を
実
施
し
、
Ａ
Ｉ
時
代
の

今
だ
か
ら
こ
そ
、
読
む
力
を

高
め
る
読
書
を
推
進
し
情
報

を
読
み
解
く
力
を
身
に
着

け
、
学
力
向
上
を
目
指
し
子

育
て
し
や
す
い
街
に
す
べ
き
。

答　

読
書
の
街
を
宣
言
す
る

こ
と
は
、
自
治
体
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
内
外
に
市
の
方

針
を
明
確
に
伝
え
政
策
を
推

進
す
る
に
は
効
果
的
で
あ
る
。

宣
言
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は

議
会
・
教
育
委
員
会
・
図
書

館
協
議
会
の
皆
様
の
理
解
と

協
力
、
何
よ
り
市
民
の
皆
様

の
理
解
と
共
感
が
必
要
。

■問 「
読
書
の
街
」
宣
言
し
て
教
育
の
街
に

　

■答 

理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る

その他の質問
・加齢性難聴者への補聴器購入制度の創設は
・妊娠を計画している女性・妊婦に葉酸の配布を

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
設
置
す
べ
き

　

■答 

試
行
的
に
導
入
し
有
効
性
を
検
証
す
る

川名 順子
本宮市議会（　公明党　）

■問 

教
育
長
就
任
に
当
た
り
所
信
に
つ
い
て

　

■答 

す
べ
て
の
子
ど
も
を
最
大
限
成
長
さ
せ
る

菅野 健治
（創成会）
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議案第27号

監査委員の選任について

　５月22日、全国市議会議長会定期総会
において表彰を受賞しました。

一般表彰【正副議長４年以上】

三瓶　裕司 議員

　今定例会では、初日に監査委員の選任
について議案が上程され、全会一致で同
意しました。

　監査委員

國分　真一 氏

【主な経歴（公職のみ）】
　・令和２年６月　本宮市監査委員

表　彰

その他の質問
・地域計画とは何か、農業振興に期待できるのか

▲ツタが巻き付いている桜の木

問　

補
聴
器
の
購
入
助
成
制

度
と
県
内
の
実
施
状
況
と
そ

の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。
今

年
１
月
に
昨
年
の
倍
の
２
３

９
自
治
体
に
上
っ
て
い
る
と

の
報
道
が
あ
り
、
大
玉
村
で

今
年
か
ら
実
施
す
る
認
知
症

予
防
社
会
参
加
介
護
予
防
な

ど
、
効
果
あ
る
制
度
の
導
入

を
。

答　

県
内
の
実
施
状
況
は
４

市
、
６
町
、
３
村
と
把
握
し

て
い
る
。
実
態
を
把
握
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
玉
村
も
今
年
度
か
ら
助
成

を
開
始
し
た
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
ど
の
程
度
申
請
が

あ
っ
た
か
な
ど
参
考
に
し
て

い
き
た
い
。

問　

本
宮
小
学
校
西
側
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
土
手
に
あ
る
桜
の
木

に
つ
い
て
伺
う
。
舘
町
の
住
民

の
方
々
か
ら
枯
れ
枝
が
目
立
ち

折
れ
た
り
し
な
い
の
か
な
ど
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。
学
校
敷
地
の

管
理
は
ど
こ
で
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
、
木
の
幹
が
見
え
な
い

程
、
絡
ま
る
樹
木
の
改
善
策

は
。

答　

管
理
に
つ
い
て
は
通
常

学
校
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
通

学
路
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
支
障

と
な
っ
て
い
る
枯
れ
枝
に
つ
い

て
は
、
専
門
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
桜
の
木
全
体
を
覆
う
よ

う
に
ツ
タ
が
巻
き
付
い
て
い
る

状
況
は
専
門
家
の
意
見
を
聞
き

調
査
を
し
た
い
。

■問 

学
校
の
桜
の
木
の
管
理
は

　

■答 

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
調
査
す
る

ＱＲコードから各議員の質問の映像を見ることができます。

■問 

補
聴
器
購
入
に
対
す
る
助
成
制
度
を

　

■答 

実
態
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

渡辺 忠夫
（日本共産党）
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６
月
議
会
も
終
わ
り
、
今
年

も
暑
い
夏
が
到
来
し
て
お
り
ま

す
。
６
月
議
会
で
は
例
年
、
年

金
や
社
会
保
険
が
議
題
に
な
り

ま
す
が
、
今
議
会
で
は
国
民
健

康
保
険
税
が
福
島
県
内
で
統
一

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
宮
市
の
場
合
、
国
保
税
は

今
後
、
県
内
統
一
税
額
へ
向
け
、

少
し
ず
つ
上
昇
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
健
康
な
生
活
は
宝

で
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
で
無

理
の
な
い
健
康
習
慣
を
取
り
入

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
水
分
補
給
や
生
活
環

境
に
も
留
意
さ
れ
、
熱
中
症
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

（
磯
松
）

次回９月議会定例会は９月３日に開会予定です。請願・陳情の締め切りは８月22日（16時まで）です。

※なお、正式な日程は議会運営委員会で決定します。
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「QR コード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

令和５年度改選後　政務活動費　報告
期間：令和５年８月１日～令和６年３月31日 （単位：円）

会派または
議　員　名 交付額 支出額

支出内訳
差引
残金調　査

研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情
活　動　費 会議費 資　料

作成費
資　料
購入費

誠
和
会

石橋今朝夫
玉川　　実
菊田　広嗣
渡辺　富幸
磯松　俊彦
後藤　友誉
橋本　善壽

560,000 561,535 368,430 0 193,105 0 0 0 0 0 0

創
成
会

渡辺　秀雄
三瓶　幹夫
馬場　亨守
菅野　健治

320,000 320,000 174,277 57,070 0 0 0 0 0 88,653 0

新
風
会

三瓶　裕司
根本　利信
国分　秀好
斎藤　雅彦
田中美代子

400,000 400,000 400,000 0 0 0 0 0 0 0 0

本
宮
市
議
会
公
明
党

川名　順子 80,000 68,291 2,776 29,380 31,955 0 0 0 0 4,180 11,709

日
本
共
産
党

渡辺　忠夫 80,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80,000

無
所
属

伊藤　隆一 80,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80,000

作田　　博 80,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 80,000

合計額 1,600,000 1,349,826 945,483 86,450 225,060 0 0 0 0 92,833 251,709

※差引残金は市の一般会計に返還しています。※支出超過分は議員個人の負担で支出しています。
※各会派、議員から提出された収支報告書をもとに掲載しています。

ホームページはこちらから！

政務活動費とは
政務活動費は、会派または議員の調査・研究その他の活動に必要な経費の一部として市から交付されます。
※議員１人あたり月額１万円
収支の内容は、年度ごとに議長に報告し、残額がある場合は市に返還しています。
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